








Ⅰ.Lipoprotein-X の半定量とその乳児早期閉塞性黄疽における診断的意義

1969 年,Seide1 らは胆道閉塞を伴う黄疽患者血清中に正常血清には認められな

いリポ蛋白を確認し,この異常リポ蛋白を 1ipoprotein-X<LP-X>と命名,又免疫

電気泳動法を用いて種々の患者血清について検討し,肝内肝外胆道系の閉塞時

に LP-X が出現することを強調した 1)。我々は乳児期の閉塞性黄疽患者血清を

中心に小児期肝疾患患者血清について LP-X の検出を試み,一部はすでに報告し

ているが 2),今回は LP-X の半定量法による結果を中心に報告する。


